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• 県庁、市役所、地元IT企業等とGTFS、GTFSリアルタイム
によるオープンデータ化を実現
– OpenTrans.it

– Google Mapsへ提供可能に

• アイデアソン、ハッカソンで地域でのデータ活用を目指す

2015年1月31日 静岡県のコミュニティバスを
日本初の本格的GTFSオープンデータに



• x

地元メディアの記事

朝日新聞 静岡版 2015年1月29日 朝刊



• x

当時の認識「歴史的なイベント」



• 2005年にオレゴン州ポートランドの交通事業者TriMetがGoogleと
共同でデータ公開を開始
– その際に定められたデータフォーマットがその後GTFSとなる

• 2009-2010年頃から北米の交通事業者のオープンデータが活発に

GTFSの登場（2005年）



英国政府における交通分野のオープンデータの取り組みについて（海外現地調査報告）（国土交通省 総合政策局 総務課）

• CityMapperなどを生み出す

ロンドンオリンピック（2012年）で
公共交通オープンデータに注目

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1403opendata.pdf

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1403opendata.pdf


• オープンデータの拡がりとともに、コミュニティバス時刻表のオープンデータ化が
拡がる
– 2012年 福井県鯖江市つつじバスのデータ公開がはしり

• データ内容、フォーマット、ライセンスが不揃いなため、一括処理が困難
– 各データごとに独自のプログラムを開発する必要がある

– 結果として広くは利用されない状態

GTFS普及以前の日本の公共交通オープンデータ

都市、地域 フォーマット ライセンス

福井県鯖江市 API形式 CC-BY

滋賀県草津市 Excel, CSV, shp形式 CC-BY 4.0

北海道室蘭市 Excel形式 CC-BY 2.1

東京都八王子市 pdf形式 CC-BY 2.1

石川県珠洲市 CSV形式 CC-BY

栃木県小山市 CSV形式 CC-BY-ND 2.1

栃木県宇都宮市 pdf形式 CC-BY-ND 2.1

愛知県尾張旭市 CSV形式（バス停のみ） CC-BY 2.1



• 2017年頃まで
は全国的にもわ
ずかな事例のみ

その後のGTFS



• 2015年末に記事公開

公共交通オープンデータの海外の状況を報告



• 交通の専門家は学会に結集している

• ならばそこに参加してオープンデータ
を訴える

学会発表を繰り返す



「交通ジオメディアサミット 〜 IT×公共交通 
2020年とその先の未来を考える〜」 開催

• 2016年2月12日開催（東大駒場第2キャンパス コンベンションホール） 195人来場
• 産（現場寄り）： JR東日本、バイタルリード（出雲市の交通コンサルタント）
• 産（IT寄り）： ジョルダン、ナビタイム、ヴァル研究所（駅すぱあと）
• 官： 国土交通省、学： 東京大学（私）
• コミュニティ： Code for Japan、 路線図ドットコムなど



バス情報の効率的な収集・共有に向けた
検討会（2016年12月〜2017年3月）
• 事務局： 総合政策局公共交通政策部交通計画課

• 外部委員
– 伊藤昌毅 東京大学生産技術研究所（座長）

– ー川雄一 株式会社構造計画研究所

– 伊藤浩之 公共交通利用促進ネットワーク

– 井上佳国 ジョルダン株式会社

– 遠藤治男 日本バス協会

– 櫻井浩司 株式会社駅探

– 篠原雄大 株式会社ナビタイムジャパン

– 丹賀浩太郎 株式会社工房

– 別所正博 公共交通オープンデータ協議会

– 山本直樹 株式会社ヴァル研究所



2017年3月31日
「標準的なバス情報フォーマット」公開



• 国土交通省海事局内航課に
より船舶向けデータフォー
マット（GTFS互換）が策定
– 受託 ジョルダン株式会社

標準的なフェリー・旅客船航路情報フォーマット



• 標準的なバス情報フォーマット広め隊→日本バス情報協会
– 伊藤昌毅（代表ではない）

– 地方の路線バス、コミュニティバスのデータ化をターゲット

– GTFS-JP（標準的なバス情報フォーマット）一択

– 講習会の実施、ツール開発、自治体の支援などをボランティアベースで実施

• 公共交通オープンデータ協議会（当初は研究会）
– 坂村健会長（東京大学→東洋大学）

– 東京オリンピックを目指し首都圏の鉄道を中心に推進

– 当初は独自APIにこだわり

2つの推進団体



地方×バス×GTFS



乗換案内サービスで検索出来ますか？

NAVITIME

駅すぱあと 駅探 乗換案内 ジョルダン 乗換案内

Yahoo!乗換案内 Google Maps

Apple Maps



地域の公共交通は乗換案内に出てこない



地域の公共交通は乗換案内に出てこない

データ整備にはコストが掛かるため
利用者数が少ない地域のバスにまで

手が回らない

交通事業者が自ら
標準形式のオープンデータを用意して

乗換案内に提供する



海外の事例: 交通事業者がオープンデータを提供

• 路線図、時刻表、リアルタイム車両位置情報などのデータの利用を開放

• 自由に使ってもらうことで、アプリの作成や工夫を凝らした印刷物などの情
報提供を促進

• アメリカ、ヨーロッパでは当たり前になりつつある



• 大企業、ベンチャー−企業、個人がアプリ開発

オープンデータから様々なアプリが開発される



• 西沢ツール
– 西沢明氏開発

– 約40+自治体・事業者が利用

フリーのデータ作成ツール開発・提供・利用支援

• 見える化共通入力フォーマット
– 伊藤浩之氏開発

• 当初は三重県のプロジェクトで利用

– 約33自治体・事業者が利用



• 県や運輸局が実施する勉強会に講師として登壇

• 事業者や自治体にツール導入を指南

広め隊による講演会・講習会



• 佐賀、富山、群馬、沖縄

• その他にも続々と･･･

県によるデータ整備事業



都市×鉄道



日本の公共交通データ流通の現状

JR 私鉄

交通新聞社 JTBパブリッシング

乗換案内サービス事業者

私鉄 バス バス バス

バスデータに関しては、集約して販売する
事業者がなく、乗換案内事業者それぞれが
独自で一社一社のデータを集めている

私鉄



• x

東京メトロ オープンデータ活用コンテスト（2014年）



• オリンピック開催
の2021年までにコ
ンテストを4回実施

• JR東日本、東京メ
トロ、東京都交通
局を含む主要な公
共交通事業者の
データを利活用

東京公共交通オープンデータチャレンジ（2017〜）

https://tokyochallenge.odpt.org

https://tokyochallenge.odpt.org/


• 公共交通オープンデータ協議会（坂村健会長）による取り
組み
– 公共交通オープンデータセンター

• 2020年に都バスは、Google Mapsでバスロケを考慮した
検索が可能に

公共交通オープンデータ最前線 in 
インターナショナルオープンデータデイ2019開催

2019年3月



政府・国交省



• オープンデータ全般が大きなテーマに

• 官民 ITS 構想・ロードマップ（2014）での言及は
わずか
– 自動車中心のITS政策、民間事業者ゆえ歯切れ悪い

政府における公共交通オープンデータの扱い



• 2017年3月〜5月に集中開催・その後
も2020年まで開催

• 2017年5月に中間整理発表
• 「推進」ではなく「推進を検討」とい

う建て付け･･･

国交省によるオープンデータ推進検討

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk1_000008.html

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk1_000008.html


• データ整備のコストや不適切な
データ利用のリスクなどが議題
に

• 民間事業者に対してどこまで踏
み込めるのか？

両論併記の中間整理



2017年時点の「当面の取組」



交通事業者の認識



• 鉄道会社がオープンイノ
ベーションに興味を持つ
– ベンチャー企業に対してコン

テストなど実施

– 業務提携、資本提携に結び付
ける

• 輸送サービスそのものに
は踏み込まない印象

• 2018年頃からMaaSが流
行

交通事業者のオープンイノベーションへの期待

東急： 2015〜

JR東： 2017〜



京王バス：オープンデータのメリットとリスク認識
（2017年時点）

国交省 第3回公共交通分野におけるオープンデータ推進に関する検討会資料（2017年）
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk1_000011.html

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk1_000011.html


• x

臨港バス：オープンデータのメリットとリスク認識
（2017年時点）

国交省 第3回公共交通分野におけるオープンデータ推進に関する検討会
資料（2017年）
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk1_000011.html

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk1_000011.html


• 2018年、バス事業者の競争が激
しい岡山において複数社のオープ
ンデータ化が実現

• 県主導のオープンデータ政策では
民間・コミュバス全てが対象に

• 2020年頃〜オープンデータ協議
会に所属する首都圏主要バス事業
者からもデータ公開が相次ぐ

• 地域、事業者によって今も温度差
は大きい

民間バス会社においてもオープンデータが大きな
流れに



データ品質に終わりはない？



• 減便になった8-33 遠鉄バス伊佐美線 17:45発で確認（10月26日 伊藤調べ）

10月1日のダイヤ改正は反映されていたか？

Navitime

駅探

Yahoo!

駅すぱあと

Google

Appleジョルダン

対応済み 未対応

2018年



• データの詳細さ
– 運賃情報の有無、外国語表記の有無など
– ポール単位での案内が出来ているか
– バリアフリーやアクセシビリティ情報があるか

• 運行パターンの表現
– お盆・正月ダイヤ、臨時ダイヤなどが表現されているか
– service_id が解釈しやすいか

• データと現地の合致：
– バス停、行き先などの表現が現地で使われている表現と合致するか
– 位置情報の精度が高いか

• データ表現の美しさ
– 表記の揺れやぶれなどはないか
– IDなどが人間でも解釈できるか

• タイムリーか
– 実際のダイヤ改正に対してタイムリーに配信されているか

「データ品質」への意識の高まり



• お盆の日のみ走る臨時便を事
前に情報提供

• その日を設定した検索にだけ
案内される

• Google Mapsはデータを送信
してからほぼ48時間以内で更
新されるらしい

臨時便への対応



• バス乗り場の位置や名称
まで含んだ案内を実現

• 事業者が必要と思うレベ
ルの情報提供が可能

先進事例：
乗り場を含めたバス案内



先進事例（佐賀市営バス・祐徳バス）：
正確な情報でバス→バスの乗換も安心

• 佐賀空港から「枝梅酒造」を検索

• バス停位置が正確だから「県庁前」での乗換も
不安なし！



データが使われる姿が見えると事業者の意識が変わる



公共交通オープンデータのインパクト

利用者の利便性 都市・地域の交通政策 国（運輸局）の業務効率化

交通事業者 自身の

業務効率化・高度化

加藤博和先生資料

http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kurashi1810-HirokazuKato-l.pdf

http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kurashi1810-HirokazuKato-l.pdf
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